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 全校集会で、生活の決まりなど全校生徒で確認しました 

 １年生の皆さんは、入学式から１週間ほど経ちましたが、緊張 

することも多く疲れたことでしょう。また、小学校とは少し違う 

決まりや、部活動や生徒会活動、県町学力テストなど、学校シス 

テムの違いも多くあり、戸惑いの毎日だったと思います。どうに 

か乗り切れましたでしょうか。 

２・３年生の皆さんは、新しいクラスの居心地はいかがでしょ 

うか。全校生徒への生徒会執行部や生徒会専門委員会活動の説明 

は、大変わかりやすく話す姿勢も素晴らしかったです。朝から自 

主的に清掃活動してくれている人もいて、他の人を思いやる優し 

い人が、武蔵ヶ丘中学校には多いと感じています。ありがとう。 

今回の全校集会では、８０８名の生徒の皆さんが同じ学び舎で 

過ごしていくわけですから、「挨拶の仕方、授業中のきまり、勉 

強の仕方、給食の準備の仕方、図書館の使い方、保健室の使い方、 

テストの受け方」など、みんなで協力してきまりを守ることは大 

切なことです。みんなで学校を創り上げていくことは「過ごしやすい学校づくり」に繋がっていく

ことにもなります。そして、今年度も武蔵ヶ丘中学校が大事にしてほしいことは「揃える・to align・

对齐」ということです。みんなのために、自分のために、武中のなかまとして決まりを守れるよう

に取り組んでいきましょう。 

熊本  県 県・町学力調査テストを頑張っています 

                             ４月１４日・１５日の２日間で、２・３年生は５教科、１年生は 

              ４教科のテストがありました。テストの様子を見るために、全クラ 

スをまわりました。どの人も、解答用紙に空欄がないように問題に 

挑んでいました。問題と答えを見合わせてみましたら、「問題を読み 

解く力がつけば、イージーミス(easy mistake)にはならずに正解を

書けたんじゃないのかな」と感じた人がいました。テストの際に、問題を正しく読み取り、どのよ

うな答えを求めているのか気づくようになると、次のテストでは点数が上がると思います。国語の

力や読解力をつけられるように、授業を大切に取り組むことからリベンジしていきましょう。 

避難訓練を行いました（熊本地震から１０年経ちました） 

４月１４日に、交通安全の講話の後に避難訓練を実施しました。１０年 

前に発生した熊本地震では多くの方が被災され、尊い命が失われました。 

 哀悼の意を表して「黙祷」を行い、命を守る訓練では机の下に入るシェ 

イクアウト訓練を真剣に望んでくれています。これまで皆さんを守って育 

ててくれた家族に感謝するとともに、命の大切さを学んでくれました。 

保護者の皆様へ 

朝から交通指導で正門に立っていますと「おはようございます」と大きな声で挨拶してくれます。ご

家庭でも、挨拶を大切にする子どもたちを育てていただいていることにお礼を申し上げます。 
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揃えて駐車してある自転車 
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